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森 の国だより

森の国大運動会
スポーツで　心はひとつ　森の国まつの

日時　10月６日（日）９：00～
場所　松野中学校グラウンド

はちまきの色分け 松丸 延野々 豊岡後 豊岡前 富岡・
上家地 目黒 吉野 蕨生 奥野川

　　　～午前の部～
１　準備体操
２　玉入れ
３　森の国借り物競走
４　部落対抗ムカデ競走
５　みんなでジャンプ
６　ジャンボバトンリレー
７　レッツ！キャニオニング！
８　部落対抗リレー（予選）
９　愛媛県警防犯劇

　　　～午後の部～
10　愛媛県警音楽隊演奏
11　華のステージ
12　部落対抗綱引き
13　戦国武者競争
14　おたのしみ袋
15　部落対抗リレー（決勝）
16　松野音頭

プログラム

愛媛県警音楽隊の
演奏も行われました！

優勝した目黒部落の皆さん
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森 の国だより

　

10
月
６
日
㈰
、
さ
わ
や
か
な

秋
晴
れ
の
も
と
、
松
野
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
ス
ポ
ー
ツ
で

心
は
ひ
と
つ
森
の
国
ま
つ
の
」

の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
令
和

元
年
度
森
の
国
大
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
員
に
よ
る
聖
火
入
場
、
力
強

い
選
手
宣
誓
で
幕
を
開
け
、
全

14
種
目
に
わ
た
り
部
落
対
抗
に

よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

目
黒
部
落
が
見
事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。　

　

今
回
は
愛
媛
県
警
音
楽
隊
に

よ
る
公
演
や
防
犯
劇
、
防
災
フ
ェ

ア
２
０
１
９
も
同
時
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
終
了
後
に
は
、
も
ち
ま

き
も
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

優　

勝　

目
黒
部
落

準
優
勝　

豊
岡
後
部
落

三　

位　

吉
野
部
落

　

運
動
会
の
企
画
運
営
に

ご
尽
力
、
ご
協
力
い
た
だ

い
た
区
長
さ
ん
、
組
長
さ

ん
、
分
館
長
さ
ん
、
分
館

役
員
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
さ
ん
、
各
競
技
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
応
援
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
住
民
の
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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森 の国だより

松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
９

10
６

　

10
月
６
日
㈰
、
森
の
国
大
運
動
会
に
併
せ

て
、
松
野
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
防
災
士
連

絡
協
議
会
（
会
長　

山
本　

昭
典
）
が
主
体
と

な
り
、
松
野
町
防
災
フ
ェ
ア
２
０
１
９
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
の
訓

練
、
家
具
転
倒
防
止
具
や
避
難
グ
ッ
ズ
の
展
示

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
防
災
士
な
ど
か
ら
説
明

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鬼
北
消
防
署
、
宇
和
島
警
察
署
、
自

衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部
宇
和
島
地
域
事
務

所
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
消
防
・
救
急
車
両
、

パ
ト
カ
ー
や
白
バ
イ
、
ジ
ー
プ
な
ど
の
車
両
展

示
や
活
動
状
況
の
パ
ネ
ル
展
示
が
あ
り
、
参
加

者
か
ら
は
、「
た
め
に
な
っ
た
」、「
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、
防
災
意
識

の
普
及
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
防
災
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
各
家

庭
で
の
備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
野
町
の
医
療
を
考
え
る
講
演
会

９
21

　

９
月
21
日
㈯
、
中
央
診
療
所
で
松
野
町

の
医
療
を
考
え
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

76
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講

演
会
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
づ
く

り
に
励
み
、
限
り
あ
る
医
療
資
源
を
大
切

に
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。
医
療
法
人
ゆ
う
の
森 

た

ん
ぽ
ぽ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

永
井 

康
徳
理
事
長

を
講
師
に
お
迎
え
し
「
自
分
ら
し
い
生
き

方
＝
逝
き
方 

〜
人
生
会
議
を
し
よ
う
〜
」

と
題
し
て
、
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、

あ
な
た
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、

決
め
な
く
て
も
い
い
か
ら
、「
前
も
っ
て

考
え
、
繰
り
返
し
（
家
族
等
で
）
話
し

合
い
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」
こ
と
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
そ
の
都
度
、
感
謝
を

伝
え
た
い
」、「
今
後
、
ど
う
生
き
れ
ば
、

自
分
の
望
む
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
の
か
」

な
ど
の
様
々
な
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
、
診
療
所
の
先
生
方
と
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
い
と
い
う
地
域
の
方
々

の「
つ
ぶ
や
き
」か
ら
企
画
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー

ズ
・
カ
フ
ェ
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
も
含
め
て
32
名
が
参
加
し
、「
昨
年
も
出

席
し
て
良
か
っ
た
か
ら
」「
先
生
と
身
近
に

会
話
が
で
き
、
楽
し
か
っ
た
」「
自
宅
で
人

生
会
議
を
開
き
た
い
」
な
ど
満
足
さ
れ
た
様

子
で
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

▲

永
井 

康
徳　

理
事
長

▲ドクターズ・カフェの様子
　南宇和病院から越智 麻理絵医師も参加！
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森 の国だより

森
の
国
文
化
祭

予
土
線
全
通
45
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

愛
媛
県
予
土
線
利
用
促
進
対
策
協
議
会

11
2~3

11
3~4

　

11
月
２
日
㈯
、
３
日
（
日
・
祝
）
の
２
日
間
、「
令
和

元
年 

心
は
ひ
と
つ 

森
の
国
文
化
祭
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

町
民
セ
ン
タ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
森
の
国
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
日
に
か
け
て
、
書
道
・
華
道
・

絵
画
・
押
花
絵
・
俳
句
・
ち
ぎ
り
絵
・
写
真
・
手
芸
・
木

彫
り
な
ど
協
会
員
や
有
志
の
作
品
展
示
や
児
童
生
徒
の
作

品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
日
に
芸
能
大
会
が

行
わ
れ
、
和
太
鼓
・
日
舞
・
大
正
琴
・
コ
ー
ラ
ス
・
ピ
ア

ノ
・
カ
ラ
オ
ケ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
各
々
が
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
来
場
し
た
約
１
５
０
名
は

ス
テ
ー
ジ
上
の
熱
演
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は

も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
研
究
協
議
会
を
中
心
と
し
た
バ
ザ
ー
も
行

わ
れ
、来
場
者
は
バ
ラ
寿
司
や
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
、ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
サ
ン
ド
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

11
月
３
日
（
日
・
祝
）、
４

日
㈪
の
２
日
間
、
予
土
線
全
通

45
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
４
日
㈪
に
は
記

念
列
車
「
三
重
連
」
が
運
行
さ

れ
、
３
０
０
人
を
超
え
る
乗
客

が
沿
線
の
風
景
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

松
丸
駅
で
は
、
鬼
城
太
鼓
の

演
奏
や
も
ち
ま
き
な
ど
の
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
集
ま
っ

た
人
々
と
乗
客
で
駅
前
広
場
は

大
い
に
賑
わ
い
、
沿
線
で
は
数

多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
列
車
目

当
て
に
ス
タ
ン
バ
イ
す
る
姿
も

見
ら
れ
る
な
ど
、
予
土
線
の
人

気
と
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

利
用
促
進
に
向
け
て
沿
線
市
町

が
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。▲左　　岡田留美キャスター（ＮＨＫ）

　中央　吉川正洋さん（ダーリンハニー）
　右　　木村裕子さん（鉄旅タレント）

撮影：坪内政美さん（鉄道カメラマン）
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ま
ち
の
投
句
箱

葛
句
会
　十
月
例
会
句
会
　於
　町
民
セ
ン
タ
ー

句
に
生
き
し
香
煙
露
の
命
か
な 

伊
井　

は
じ
め

秋
の
茶
を
干
せ
ば
蛇
く
る
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
と

 

川
嶋　
　

健
佑

針
穴
に
糸
の
通
ら
ぬ
秋
座
敷 

伊
藤　
　

富
子

木
の
実
落
つ
友
は
黄
泉
へ
旅
立
て
り 

金
谷　
　

重
子

な
だ
ら
か
な
南
予
の
山
や
い
わ
し
雲 

金
谷　
　

文
恵

山
粧
ふ
九
曜
の
紋
の
屋
根
瓦 

谷　
　

き
よ
し

毬
解
き
今
日
も
精
出
す
栗
拾
ひ 

布　
　
　

康
江

棚
田
畦
背
丈
の
薄
に
鎌
入
れ
る 

ひ
の　

た
い
ら

猫
の
句
の
愛
情
あ
ふ
る
葛
の
花 

三
好　

カ
ン
ナ

葛
句
会　

俳
句
鑑
賞

な
だ
ら
か
な
南
予
の
山
や
い
わ
し
雲　

金
谷
文
恵

　
「
な
だ
ら
か
な
南
予
の
山
や
」
ま
で
の
調
も
ゆ
っ
く
り

と
心
地
よ
け
れ
ば
「
い
わ
し
雲
」
の
景
色
も
南
予
の
雰
囲

気
に
合
っ
て
い
ま
す
。
作
者
が
ず
っ
と
見
て
き
た
風
景
で

し
ょ
う
。

木
の
実
落
つ
友
は
黄
泉
へ
旅
立
て
り　

金
谷
重
子

　

ぽ
つ
ん
ぽ
つ
ん
と
木
の
実
が
落
ち
て
い
く
様
子
は
か
わ

い
ら
し
い
。
そ
の
木
の
実
を
拾
っ
て
友
は
黄
泉
へ
行
っ
て

し
ま
っ
た
。
茨
木
の
り
子
の
詩
の
一
文
に
「
心
配
し
な
い

で
死
を
し
そ
ん
じ
た
者
は
今
ま
で
一
人
も
い
な
い
」
と
い

う
の
が
あ
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
が
、
こ
の
句
の
「
木
の

実
落
つ
」が
あ
る
た
め
、そ
ん
な
に
遠
く
へ
行
っ
て
し
ま
っ

た
気
が
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

 

（
鑑
賞　

川
嶋
健
佑
）

　　　
１　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　　　　会　　　　記　　　　録

学年 種　　目 男女 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記録 氏　　　　名 校　名 記　録 氏     名 校　名 記　録 年度

４　

年

60ｍ
男 清家　梁太 愛　治  9"8 五島　優我 三　島 10"1 毛利　玲音 愛治 10"1 新谷　侑希 近　永  8"9 H８
女 細川　瑠音 松　西  9"8 川上　　夏 近　永  9"8 山口　来海 近永 10"3 河添　千秋 好　藤  9"3 H22

400ｍＲ
男 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 63"1 H４
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 64"3 H10

５　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 高田　大生 愛　治  9"1 山本　翔平 近　永  9"7 遠矢　純平 近　永  9"7 高田　　司

新谷　侑希
泉
近　永  8"6 H５

H９

女 加藤　里奈 松　西  9"6 清水　実海 近　永  9"9 森　あゆみ 近　永 10"3 程内　由里
河添　千秋

三　島
好　藤  8"9 S60

H23

100ｍ
男 遠矢　純平 近　永 15"9 稲垣　海太 近　永 16"2 東　　烈楓 近　永 16"3 高田　　司 泉 13"9 H５
女 加藤　里奈 松　西 15"9 都能　光莉 近　永 16"4 三好　愛莉 近　永 17"0 渡邉　風花 松　西 14"6 H11

60Ｈ
男 高田　大生 愛　治 10"0

◎9"7(予選) 大瀧　　怜 近　永 10"6 岩谷　颯太 近　永 11"2 田中　啓太 近　永  9"9 H19

女 都能　光莉 近　永 11"0 河野　七葉 近　永 11"9 宮本　蒼空 日　吉 12"3 岡山　　愛 近　永 10"2 H14

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 60"2 S51
女 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 62"4 H11

ソフトボール
投げ

男 京屋　文太 近　永 47m45 門脇　銀太 近　永 46m81 二宮　　駿 泉 39m91 末廣　真堂 愛　治 63m34 H８
女 丸石　眞央 三　島 30m47 竹内　茉桜 松　東 26m30 岡崎美都姫 三　島 26m16 山本　由美 三　島 41m85 S58

走り幅跳び
男 樽　　虎白 三　島  3m28 大瀧　　怜 近　永  3m20 上山　幹雄 日　吉  3m14 高田　貴生 愛　治  4m41 S56
女 清水　実海 近　永  3m20 池田　萌花 近　永  2m90 鈴木　志麻 松　西  2m74 河添　千秋 好　藤  4m05 H23

走り高跳び
男 岩谷　颯太 近　永  1m10 山久保琉生 泉  1m00 森　　佳洋 近　永  1m33 S62
女 善家ひおり 近　永  1m10 宮本　蒼空 日　吉  1m10 大田黒あいら 日　吉  m95 吉田明日香 日　吉  1m25 H９

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 岡本　侑大 近　永  9"0 増田　智仁 松　東  9"2 末廣　喬康 近　永  9"3 藤田　　亮

高平　晃成
愛　治
近　永  8"3 H18

H30

女 馬木　里緒 日　吉  9"4 藤井　夢琉 近　永  9"5 上甲　麻由 好　藤  9"7 武田　　茜
善家　陽菜

近　永
好　藤  8"8 H２

H28

100ｍ
男 松原　虹太 近　永 14"6 佐々木明来 泉 15"2 児玉　怜碧 近　永 15"6 松浦　　誠 近　永 13"1 S61
女 山本　寧音 近　永 15"2 川平　夏海 日　吉 15"5 谷口　海莉 近　永 15"9 河添　千秋 好　藤 13"9 H24

200ｍ 男 薬師寺正義 愛　治 28"7 S51

60Ｈ
男 橋本　天馬 日　吉 10"0 板尾　拳太 松　西 10"3 三好　啓太 近　永 11"0 高平　晃成 近　永  9"0 H30
女 馬木　里緒 日　吉 10"5 稲井　　唯 松　西 10"6 藤井　夢琉 近　永 10"7 那須　幸恵 好　藤  9"7 H９

400ｍＲ
男 　 　  　 　  　 　  近永小学校チーム 55"9 S61
女 　 　  　 　  　 　  三島小学校チーム 59"4 S61

ソフトボール
投げ

男 岡本　侑大 近　永 61m42 堀田　彰寿 松　東 52m02 松下　蓮太 近　永 49m85 末廣　真堂 愛　治 74m36 H９
女 高瀬ひより 三　島 40m97 二宮　麻緒 泉 38m79 清水　　咲 愛　治 34m75 渡邊　春花 好　藤 53m32 H19

走り幅跳び
男 松原　虹太 近　永  4m25 板尾　拳太 松　西  3m83 橋本　天馬 日　吉  3m74 薬師寺正義 愛　治  4m96 S51
女 岡崎　瑚都 三　島  3m43 稲井　　唯 松　西  3m42 上甲　麻由 好　藤  3m22 河添　千秋 好　藤  4m66 H24

走り高跳び
男 川内　斗真 近　永  1m35 佐々木明来 泉  1m20 三好　啓太 近　永  1m10 濱田　竜馬 愛　治  1m46 H14
女 川平　夏海 日　吉  1m21 二宮　麻緒 泉  1m15 長田　実優 近　永  1m10 都　ちひろ 近　永  1m33 H21

共
通 400ｍＲ

男 児玉　怜碧　　松原　虹太
川内　斗真　　岡本　侑大 近　永  59"2 佐々木明来　　渡邊　　陸

二宮　　駿　　谷口　郁真 泉  65"2 増田　智仁　　吉本　賢生
市川　　遼　　若宮　雄大 松　東  66"3 近永小学校チーム  56"6 H29

女 都能　光莉　　藤井　夢琉
谷口　海璃　　山本　寧音 近　永 61"8 稲井　　唯　　加藤　里奈

谷口　舞姫　　岡本　美優 松　西  64"6 馬木　里緒　　川平　夏海
宮本　蒼空　　白江　花音 日　吉  66"0 近永小学校チーム  60"9 H28

令和元年度　北宇和郡小学校陸上競技大会
　10月10日㈭、鬼北総合公園多目的広場で、北宇和郡小学校陸上競技大会が開催されました。「最後まで　自分を信じて　自
己ベスト」の大会テーマのもと、松野町、鬼北町の各校の選手たちは自己ベストを目指して頑張りました。大会結果は下表の
とおりです。

◎　大会新記録　　○　大会タイ記録
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城
　の
　山

第
十
八
回　

不
器
男
の
庭

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

川
嶋
健
佑

　

不
器
男
記
念
館
で
は
、
９
月
28
日
㈯
か
ら
12
月
８
日
㈰
ま

で
「
戦
国
の
城
と
守
り
ー
戦
国
時
代
の
武
器
・
武
具
を
比
較

す
る
ー
」
の
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
特
別
展
で

は
、
河
後
森
城
で
発
掘
さ
れ
た
鏃や
じ
りや

砲
弾
な
ど
の
出
土
品
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
山
市
の
守
護
所
「
湯ゆ

築ず
き

城じ
ょ
う」

と
今
治
市
の
海
城
「
能の

島し
ま

城じ
ょ
う」

で
発
掘
さ
れ
た
出
土
品

も
合
わ
せ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
で
使

わ
れ
て
い
た
武
器
の
形
状
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、
河
後
森
城
の
発
掘
調
査
は
昭
和
63
年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
が
始
ま
る
前
は
、
山
頂
に
赤
い
サ
イ

レ
ン
あ
っ
た
た
め
、「
サ
イ
レ
ン
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
不
器
男
さ
ん
が
い
た
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
「
城
の
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
不
器
男
さ
ん
は

河
後
森
城
に
よ
く
登
り
夕
焼
け
を
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
不
器
男
記
念
館
に
は
「
柿
も
ぐ
や
殊こ
と

に
も
ろ
手
の
山や
ま

落ら
っ

暉き

」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
山
に
落
ち
る
夕
焼
け
は
、

も
し
か
し
た
ら
河
後
森
城
の
こ
と
を
詠
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

世帯数　2,038世帯（－27世帯）

総人口　3,919人（－24人）
男1,834人　女2,085人
（10月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　６人
　　○転　入　35人　○転　出　53人

令和元年10月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
　十
月
投
句
分

ひ
が
ん
ば
な
と
う
こ
う
中
に
み
つ
け
た
よ

 

松
野
町　
　

か
な
ざ
わ
ゆ
う
ひ

選
者　
　

谷　

き
よ
し
（
葛
句
会
会
長
）

今
年
も
滑
床
渓
谷
の
紅
葉
が

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た▲11月18日現在（撮影：地域おこし協力隊）

【
見
ご
ろ
】

　

11
月
中
旬
〜
下
旬

日
が
差
し
込
む
午
前

中
が
お
す
す
め
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

滑
床
ア
ウ
ト
ド
ア
セ
ン
タ
ー
（
万
年
荘
）

☎
49
・
１
５
３
５
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Informationお し ら せ

ま
じ
め
え
ひ
め
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等
の
使
用
に
つ
い
て

　

ま
じ
め
え
ひ
め
ス
タ
ン
プ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ま
じ
め
み
き
ゃ

ん
デ
ザ
イ
ン
等
を
無
償
で
使
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。（
た
だ
し
、
申
請
が
必
要
）
あ
わ
せ
て
、「
ま
じ
め
え

ひ
め
ス
タ
ン
プ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
一
般
販
売
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

【
Ｈ　
　

Ｐ
】

　

https://w
w
w
.m
ajim
e-ehim

e.com

　
（「
ま
じ
め
え
ひ
め
」
で
検
索
）

【
ピ
ン
バ
ッ
ジ
販
売
】

　

・
え
ひ
め
愛
顔
の
観
光
物
産
館

　

・
愛
媛
県
庁
生
協
売
店

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
ま
じ
め
課
（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室
）

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
８
０

　

prom
otion@

pref.ehim
e.lg.jp

12
月
は
「
ふ
ぐ
中
毒
防
止
月
間
」
で
す

　

ふ
ぐ
の
毒
は
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン
と
呼
ば
れ
、
神
経
を
麻

痺
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
最
悪
の
場
合
は
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
毒
力
は
、
猛
毒
で
あ
る
青
酸
カ
リ
の
約
１
０
０

０
倍
で
、
煮
た
り
焼
い
た
り
し
て
も
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
ふ

ぐ
中
毒
防
止
の
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○ 　

ふ
ぐ
を
さ
ば
く
に
は
、
ふ
ぐ
取
扱
者
の
資
格
が
必
要
で

す
。
素
人
調
理
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○ 　

釣
っ
た
ふ
ぐ
を
自
ら
調
理
し
た
り
、
人
に
あ
げ
た
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

○ 　

釣
っ
た
ふ
ぐ
の
調
理
は
「
ふ
ぐ
取
扱
者
」
の
資
格
が
あ

る
人
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
資
格
が
な
い
人

が
処
理
し
た
ふ
ぐ
は
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
、
ふ
ぐ
を
安
心
し
て
お
い
し
く
食

農業委員会だより（12月号）
　

農
業
委
員
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議

所
が
運
営
・
管
理
す
る
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
に
お
い
て
、

農
地
台
帳
及
び
農
地
に
関
す
る
地
図
に
つ
い
て
公
表
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
の
地
番
、
地
目
、
面
積
等
の
公
表
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
画

面
上
で
誰
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
し
く

農
業
を
始
め
る
方
や
農
業
の
規
模
拡
大
を
希
望
す
る
方

は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
で
検
索
す

る
か
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（https://w

w
w
.alis-ac.jp/

）
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
地
ナ
ビ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

１　

行
政
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

婦
人
室

【
内　
　

容
】　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
員
】　

山
﨑　

ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

心
配
ご
と
相
談

【
相
談
員
】　

民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　
　

時
】　

12
月
10
日
㈫
10
時
〜
12
時

【
場　
　

所
】　

町
民
セ
ン
タ
ー　

１
階　

老
人
室

【
内　
　

容
】　

人
権
相
談

【
相
談
員
】　

人
権
擁
護
委
員

障
が
い
者
芸
術
文
化
祭

〜
愛
顔
ひ
ろ
が
る 

え
ひ
め
の
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
〜

の
開
催
に
つ
い
て

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
制
作
し
た
ア
ー

ト
作
品
（
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
、
書
、
陶
芸
、
そ
の
他
立
体
作
品
）

を
展
示
し
ま
す
。

※ 　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
投
票
で
観
客
賞
が
決
定

し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

12
月
5
日
㈭
〜
14
日
㈯

【
場　
　

所
】　

県
美
術
館

【
Ｈ　
　

Ｐ
】（
県
Ｈ
Ｐ
内
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
」
で
検
索
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
障
が
い
福
祉
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
４

　

syougaihukus@
pref.ehim

e.lg.jp
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局

　

☎
０
８
９
・
９
５
６
・
１
５
６
３

12
月
25
日
が
納
期
限
の
税
目
等

固
定
資
産
税

第
３
期

国
民
健
康
保
険
税　

第
６
期

介
護
保
険
料　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

納
付
書
に
よ
り
現
金
で
納
付
を
し
て
い
た
だ
く
方
に
は
、

12
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

紛
失
さ
れ
た
場
合
等
は
、
町
民
課
賦
課
徴
収
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課　

賦
課
徴
収
係　

☎
42

・

１
１
１
２

皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

町
政
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
左
記
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課　

☎
42
・
１
１
１
１

　

m
-soum

u@
tow
n.m
atsuno.ehim

e.jp

い
わ
ゆ
る
「
白
バ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
道
路
運
送
法
に
違
反

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
利
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○ 　

道
路
運
送
法
の
許
可
を
得
た
バ
ス
会
社
（
貸
切
バ
ス
事

業
者
）
の
正
規
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
「
緑
ナ
ン
バ
ー
」

が
付
い
て
い
ま
す
。

○ 　

正
規
の
貸
切
バ
ス
事
業
者
に
は
「
運
送
引
受
書
」
や
「
領

収
書
」
な
ど
の
関
係
書
類
の
交
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
口
答
に
よ
る
契
約
は
、
法
律
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
は
運
転
手
は
付
い
て
い

ま
せ
ん
。

○ 　

レ
ン
タ
カ
ー
会
社
か
ら
は
、
車
を
借
り
る
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
。

○ 　

レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
た
場
合
は
、
車
を
借
り
受
け
た
利

用
者
自
身
が
運
転
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
借
り
受
け

た
利
用
者
自
身
が
、
自
ら
の
意
思
で
他
人
に
運
転
を
依
頼

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
運
転
者
の
氏
名
等
を
あ
ら
か

じ
め
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
へ
申
告
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。）

○ 　

レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
も
の

も
法
律
に
違
反
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○ 　

運
転
を
依
頼
し
た
人
な
ど
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
の
手
配
を

し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し
て
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、

保
険
適
用
外
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○ 　

違
法
な
「
白
バ
ス
」
を
利
用
し
事
故
に
遭
っ
て
負
傷
し

た
場
合
、
適
切
な
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
ず
、
医
療
費
な
ど

の
損
害
額
を
利
用
者
自
身
が
全
額
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

べ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
薬
務
衛
生
課　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
５

県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
り
、
感
染

防
止
、
エ
イ
ズ
へ
の
差
別
や
偏
見
の
解
消
を
目
的
に
、
12
月

１
日
か
ら
７
日
を「
県
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
・
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合

は
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

12
月
３
日
㈫
17
時
30
分
〜
19
時
30
分

※ 　

通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
迅
速
検
査
は
、
毎

週
火
曜
日
10
時
〜
11
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
場　
　

所
】　

南
予
地
方
局
１
階
（
宇
和
島
保
健
所
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

感
染
症
対
策
係

　

☎
22
・
５
２
１
１
（
内
線
２
５
７
）

四
国
運
輸
局
愛
媛
運
輸
支
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
す
る
際
は
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
手
配
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
許
可
を
得
た
バ
ス
会
社
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

○ 　

運
転
手
付
き
の
「
白
ナ
ン
バ
ー
」
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
、
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屋外の水道など メーターボックス(量水器) ボックス内部 メーター拡大図

水道メーター

止水栓 水道を使用していると、
ここが回転しています。
水道を使用していないと
きにここが回転している
と漏水の可能性がありま
すので、よく確認しまし
ょう！

　例年、冬場の気温低下が原因で水道管の凍結や破裂による漏水が多く発生します。屋外、日の当たらない場所、
風当たりの強い場所、管がむき出しになっている場所は特に注意が必要です。
　これから冬本番を迎えるにあたり、水道管の凍結や破裂を防ぐため、今から対策をしておきましょう。

１　水道管・メーターを確認 
　 　まずは、ご自宅の周辺にある水道管、メーターの場所を確認しましょう。

２　屋外水道管やメーターの保温
　むき出しの水道管は、発泡スチロール製などの保温材や布など保温効果のある資材で保温してください。
　鉄製のメーターボックスの場合は、発泡スチロールや布などの保温材を入れましょう。
※保温資材は、ホームセンター等で販売しています。また、個人で 設置が難しい場合は、業者等へご相談ください。

３　凍結・破裂した場合は？
　凍結の場合、自然に溶けるのを待つか、凍った部分にタオルをかぶせ、ぬるま湯をゆっくりかけてください。

　破裂した場合、破裂した場所を確認し、メーターボックス内の止水栓を閉めて水を止めます。その後破裂した部
分に布やテープ等をしっかり巻き付け、応急修理をした後に修理を依頼してください。

４　水道に関する修理は？
　水道の修理は、「給水装置主任技術者」の免許を持った業者しかできません。修理を依頼する場合は、必ず町指定
業者にお願いします。また、個人での修理は応急修理に止めておいてください。

町
指
定
業
者

金谷建設(合) ☎42-1033 下田建設㈲ ☎43-0016

㈲森岡デンキ ☎42-0120 加藤設備 ☎42-1470

㈱松野建設 ☎42-0244 ㈱ホソカワ ☎42-1168

中山産業㈱ ☎42-0045 松本電気 ☎42-1415

南予開発㈲ ☎20-5050 若宮電工 ☎42-0354

渡辺電機 ☎42-0287

【問い合わせ先】　建設環境課　☎42-1115

水道管の凍結にご注意ください！

※熱湯はやけどの恐れや蛇口・水道管が破損する場合があります！

※水道メーターから家庭側は個人での修理となります！
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差し押さえ不動産の合同公売会の実施について
　11・12月は「市町村税・県税　一斉滞納整理強化期間」です。
　以下の日程で不動産の合同公売会を開催予定ですので、是非ご参加ください。
　不明な点等あれば、お気軽にお問い合わせください。
【日　　時】　12月４日㈬　13時から
【場　　所】　中予地方局　７階　大会議室
【問い合わせ先】
　詳細は、下記のホームページ又はお電話でお問い合わせください。　
○　愛媛地方税滞納整理機構（松山市一番町四丁目１番地２）
　　☎089-913-5800　http://www.ehime-kikou.jp/
○　愛媛県特別滞納整理班（松山市北持田町132番地　中予地方局）
　　☎089-909-8390　http://www.pref.ehime.jp/h10500/h10500.html
○　高松国税局　特別整理第一部門（高松市天神前２番10号　高松国税総合庁舎）
　　☎087-831-3111　http://www.koubai.nta.go.jp/

「えひめ防災週間」と「シェイクアウトえひめ」について
　県では、愛媛県防災対策基本条例に基づき、12月21日を「えひめ防災の日」、12月17日から23日までを「えひめ防
災週間」として、災害時において、県民、自主防災組織等及び事業者がそれぞれの役割を果たせるように防災訓練
の実施等、防災対策を一層充実させるよう努めることとされています。
　また、「シェイクアウトえひめ」として、期間中の12月17日㈫11時に、地震が発生した際にとるべき３つの行動を
一斉に行う訓練が実施されます。同日は、町の防災行政無線でもお知らせしますので、その場で以下のような行動
をとる訓練をしましょう。

滞納処分が行われる前に、自主的な納税をお願いします。
【問い合わせ先】　町民課　賦課徴収係　☎42-1112 (直通)

只今「滞納整理強化中」

※ タイヤロックによる滞納整理の
一例



12

Informationお し ら せ

　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年金請求手続きについて、「事前予約」を行っています。
お待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。

◆ 予約相談希望日の１か月前から前日まで受付してます。
◆ お申込みの際は、基礎年金番号の分かるもの（年金手帳や年金証書など）をご用意ください。

　予約方法は、全国共通の予約専用受付電話「☎0570- 05- 4890」又はお近くの年金事務所へ電話・来訪時
にお申込みください。

お近くの年金事務所は、
宇和島年金事務所　☎22-5569（こちらでの予約もできます。）

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！

令和２年度　なないろキッズ（放課後児童クラブ）入会申込について
　下記のとおり令和２年度の申込受付を行います。
【対　　　象】　松野町内の小学校に通学している児童
　　　　　　　（ただし、保護者が就労などの理由により、帰宅しても児童だけで家にいなければならない世帯）
【利用開始日】　令和２年４月１日㈬から
【実 施 日 時】　平日（月～金）放課後開始から18時
　　　　　　　小学校の長期休業日等（月～金）８時～ 18時
【休　所　日】　土･日･祝日･年末年始（12/29 ～１/３）･お盆（８/13 ～16）
【場　　　所】　森の国ふれあいセンター（松野町大字松丸941番地）☎42-0448
【利　用　料】　児童１人につき月額4,300円（内、300円は障害保険加入金）
　　　　　　　（東小学校区の方：別途送迎バス定期代1,000円必要）

【入会申込に必要な書類について】
　町ホームページに掲載しています。ただし、掲載できない書類については、申込書等を提出の際にお渡しします。
お早めの申込をお願いします。

【申込書提出締切】
　４月中からの利用　　→　令和２年２月28日㈮締切 
　５月以降からの利用　→　利用希望日の２週間前まで 
※　 入会申込に必要な書類を準備し、提出してください。申込には、勤め先が発行する証明書等の提出が必要です。
早めの対応をお願いします。

【申込書提出・問い合わせ先】
　新規の方　→　町民課 窓口　☎42-1113
　これまで利用したことがある方　→　森の国ふれあいセンター（☎42-0448）又は町民課 窓口
※　入会が決定しましたら、学校との連携が必要なため、入会者氏名等を学校へ連絡しますので、ご了承願います。
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　令和２年４月からの保育園の利用について、申込受付を行います。
　提出書類を確認のうえ、下記期間内に受付場所へ提出してください。
　年度途中での入園希望の場合も期間中に受付します。期間中に申込をしていない児童の途中入園はご希望に添え
ない場合がありますので、ご了承ください。
【受　付　期　間】　　～ 12月４日㈬
【受付場所・時間】　　新規入園希望者　→　町民課　９時～ 17時（土曜日・日曜日を除く）
　　　　　　　　　　継続入園希望者　→　虹の森まつの保育園　７時30分～ 18時（日曜日を除く）
【提　出　書　類】　　①②の書類は、保育園または町民課で配布します。
　　　　　　　　　　①　支給認定申請書兼入園申込書
　　　　　　　　　　②　雇用証明書等、保育が必要であることが確認できる書類
　　　　　　　　　　　　（保育の必要性の事由により、確認書類が異なります）
　　　　　　　　　　③　令和元年度市町村民税課税証明書
　　　　　　　　　　　　（平成31年１月１日現在、松野町に住所がなく、かつ個人番号の提出がない方）

１　保育を必要とする事由について
　保護者が下記のいずれかに該当することにより、家庭で保育することができないため、保育園等で保育するこ
とが必要であると認定されます。
　⑴　就労していること（月48時間以上）
　⑵　妊娠中又は出産後であること　
　　　（出産予定月の前３か月から、出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）
　⑶　疾病にかかり、若しくは身体に障がいを有していること
　⑷　同居又は長期入院している親族を常時介護・看護していること
　⑸　震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっていること
　⑹　求職活動中であること（90日の期限付きで入園可）
　⑺　就学していること
　⑻　虐待やＤＶのおそれがあること
　⑼　育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　　　（出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）

２　保育の必要量について
　就労等の事由により保育が必要な場合、次のいずれかの利用時間となります。
　○　保育標準時間・・・１日最大11時間利用できます。（７：30 ～ 18：30）
　　　　　　　　　　　　保護者が月120時間以上就労している場合
　○　保育短時間・・・１日最大８時間利用できます。（８：00 ～ 16：00）
　　　　　　　　　　　　保護者が月48時間以上120時間未満の就労の場合
　※　保育を必要とする事由によって、短時間しか利用が認められない場合があります。

３　零歳児保育について
　虹の森まつの保育園での零歳児の受け入れは、生後６か月以降の入園となります。
　なお、年齢は令和２年４月１日現在が基準となります。

【問い合わせ先】　町民課　児童福祉係　☎42-1113

令和２年度　保育園入園申込について
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「愛媛県総合防災訓練」が実施されました 
 

町内３か所に「防災ボート」を整備しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

されました。あいにくの天候で、サブ会場（虹の森公園河川敷）で予定されていたヘリコプター

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の避難や水難事故等に対応するため、防災ボート（３艘）を整備しました。 

有事の際、迅速に活用できるよう消防団や地域での訓練を行っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用時のお願い】 

・非常時以外は、利用しないでください。（ボートの重さ

が約 60 ㎏ありますので、小さな子どもさんなどは、十

分に気をつけてください。） 

・救助を行う際には必ず複数名で行い、救助する人もライ

フジャケットを着用してください。 

・浸水時は、道路の段差、溝や水路等の見分けがつかなく

なり、また、見えない浮遊物や流動物もありますので、

長い棒で足元を十分に確認するなどしましょう。 

・また、浮輪やロープ等の他の方法も考えるなど、２次災

害とならないよう慎重に安全な利用をお願いします。 

◯松丸地区：役場本庁舎裏 公用車駐車場 

◯目黒地区：旧松野南小学校 体育館 

◯吉野生地区：吉野生交流促進センター ロビー 

避難所運営訓練には、自主防災会、防災士等、町内からも 

多数の皆さんに参加いただきました。 

10月19日㈯、鬼北町と松野町を会場に、複合災害を想定した「愛媛県総合防災訓練」が実施

 町では、平成30年７月豪雨により広い範囲で浸水被害が発生したことを受け、浸水被害があった際

による救出・救護訓練は中止となりましたが、メイン会場（鬼北総合公園）では、防災関係機関

及び民間協力団体の連携に重点をおいた実践的な防災訓練が繰り広げられました。 

防災安全コーナー
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医療・保健福祉情報コーナー

インフルエンザについて
　インフルエンザが流行する季節となりました。インフルエンザウイルスは感染力が強く、流行が始まると多
くの人に感染が拡がります。風邪とよく似た症状もありますが、突然の高熱・頭痛・関節痛・筋肉痛など、そ
の症状は全身におよびます。体力のない乳幼児や高齢者では重症化することも少なくありません。インフルエ
ンザに「かからない」、また他人に「うつさない」ためにも、しっかり予防することが大切です。

インフルエンザ予防対策
　手洗い・うがい・・・  帰宅後や食事前には、こまめな手洗い・うがいを心がけ

ましょう。
　せきエチケット・・・マスクを着用し、感染拡大の予防につとめましょう。
　〈おさえる〉せき、くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻をおさえる。
　〈そむける〉せき、くしゃみの際には周りの人から顔をそむける。
　〈すぐ捨てる〉口と鼻をおさえたティッシュはすぐにフタ付きゴミ箱に捨てる。

予防接種
　インフルエンザワクチンは「ウイルスの活発な活動を抑え込んで重症化を防ぐ」もので予防接種をしたから
絶対にインフルエンザにかからないわけではありません。インフルエンザは重症化すると死に至ることもある
病気です。接種の副作用等あらかじめ医師に相談したうえで、ぜひ接種を受けることをおすすめします。

診療所でのインフルエンザ予防接種について
令和元年度は、下記のとおり実施していますのでご利用ください。

場　所 中央診療所 目黒診療所 吉野診療所 谷口診療所

実 施 期 間
10月15日㈫～

令和２年２月28日㈮まで
（土・日・祝日は除く）

12月５日㈭
１月９日㈭
２月６日㈭

12月12日㈭
１月16日㈭
２月13日㈭

12月19日㈭
１月23日㈭
２月20日㈭

実 施 時 間
16時～ 17時

※ 診察がある場合は診察時に接
種できます。

13時30分～ 15時

料 　 金

６か月～２歳 ：１回　2,300円   ３～64歳：１回　4,400円
65歳以上 ：12月27日㈮まで   　 １回　1,000円
  　令和２年１月６日㈪～２月28日㈮まで　 １回　4,400円
※ 　松野町に住民票のある０歳から令和２年３月末までに18歳になる方には、予防接種費
用の一部補助があります。詳しくは、保健福祉課（☎42-0708）にお問い合わせください。

持 参 品 65歳以上の方は、送付されている問診票を持ってきてください。

問い合わせ先 中央診療所　☎42-0707

暮らしに役立つ

看護師・看護助手緊急募集中（短時間勤務等要相談）
【問い合わせ先】　中央診療所　☎42-0707

緊急でない受診・問い合せは、なるべく診療時間内にお願いします。
～中央診療所の外来診療時間～

受付時間　７時～11時30分　12時～17時　　診療時間　９時～12時　14時～17時15分
○土・日・祝祭日・年末年始は休診です。（開業医、休日当番医をご確認ください。）
※　12月23日㈪は医師１名での診療です。

～出張診療所の外来診療日・時間～
目黒診療所　12月5日㈭・吉野診療所12月12日㈭・谷口診療所12月19日㈭
受 付 時 間　13時～16時　診療時間　13時30分～16時30分　※都合により変更する場合があります。

 

 きちんと  
マスク  

しっかり 
手洗い
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※ 休日当番医は、変更になることがありますので、新聞や電話等で確認し、 
事前に症状を説明し受診しましょう。

12月の森の国行事予定表

ＰＥＴボトル びん・かん

月

火

水 町内全域

木

金

※上 　家　 地…第２・第４水曜日
　吉野葛川地区…第１・第３水曜日

不　燃　物 資　源
月 松丸・吉野・蕨生・奥野川

火

水

木

金 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

※上　 家 　地…第１・第３金曜日
　吉野葛川地区…第２・第４月曜日

可　燃　物
月 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

火 松丸 ･吉野 ･蕨生 ･奥野川

水

木 延野々・豊岡・富岡・上家地・目黒

金 松丸・吉野・蕨生・奥野川

※吉野葛川地区…毎週火曜日

ごみ収集日程表

古　紙　類
月

火 延野々 ･豊岡 ･富岡 ･上家地 ･目黒

水

木 松丸・吉野・蕨生・奥野川

金

※上 　家　 地…第２火曜日
　吉野葛川地区…第１木曜日

混ぜればゴミ！
　　　分ければ資源！
ゴミの減量化に
　　ご協力ください！
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日 曜日 予　　定

１ 日 南小音楽室でレコードを聴こう！／旧松野南小学校
東小学校学習発表会

当小川クリニック☎23-3599当山本内科医院☎22-5100
当こばやし小児科☎23-1150当 橋本内科クリニック☎52-0808

２ 月 住民座談会／上家地集会所（19：00 ～ 21：00）

３ 火

４ 水 粗大ごみ収集／豊岡後集会所（９：30 ～ 11：00）

５ 木

６ 金

７ 土

８ 日 第８回森の国戦国武者伝走大会 当二宮整形外科☎25-8600当楠 崎 内 科☎24-2211
当 上田小児科･外科☎25-0100当あ べ 医 院☎32-2616

９ 月

10 火

11 水 粗大ごみ収集／延野々集会所（９：30 ～ 11：00）

12 木

13 金

14 土

15 日 森の国まつの劇団公演
粗大ごみ収集／役場（９：30 ～ 12：00）

当加藤整形外科☎22-7111当 中山内科胃腸科☎22-0707
当こおり小児科☎24-5633当 口羽外科胃腸科医院☎32-5000

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土

22 日 当しませ医院☎27-1888当 石川循環器科内科☎20-0320
当 やくしとこどもｸﾘﾆｯｸ☎24-1386当永井内科医院☎32-6688

23 月

24 火

25 水 小・中学校終業式

26 木

27 金

28 土

29 日 当植木整形外科☎22-0022当和霊町松浦内科☎23-1510
当こばやし小児科☎23-1150当 鬼北町国保日吉診療所☎44-2250

30 月

31 火
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